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いて MMI 高用量での治療よりも副作用が抑えられ、かつ、MMI 低用量より
も治療効果を上げられる治療法があればより理想的と考えた。今回我々は
甲状腺中毒症が中等度から高度の未治療バセドウ病患者に対し MMI 低用
量での初期治療効果の不足を、無機ヨードを併用し補った MMI 15 mg＋無
機ヨード 38 mg /日（I群）を提案し、MMI 30 mg /日（M群）との治療効
果及び副作用の比較検討を行ったので報告する。 
【対象および方法】2008年 8 月～2009年 11月に外来受診し未治療バセド
ウ病と診断され FT4 が 5 ng/dl以上の 310症例を無作為に I 群、M 群に割
付け初期治療効果及び副作用につき 3ヶ月以上観察し評価した。また、初
期治療後も経過観察を行い 2 群での完解導入率の差異も評価した。 
対象は I 群 161 例、男女比 32：129、年齢: 中央値（範囲） 36 (13～74)
歳、FT4: 7.77 (5.00～7.77) ng/dl、FT3: 24.1 (13.1～32.5) pg/ml、TRAb: 
19.5 (2.23～40.0) IU/l、甲状腺重量: 40.7 (13.4～123.8)g、M 群 149
例、男女比 29：120、年齢: 34 (12～72)歳、FT4: 7.77 (5.00～7.77) ng/dl、
FT3: 25.8 (13.7～32.5) pg/ml、TRAb: 22.2 (0.6～40.0) IU/l、甲状腺
重量: 42.7 (14.3～178.7)g であった。尚、2 群間の治療前背景に有意差
は認めなかった。 
【結果】FT4 が基準値内まで改善した症例の頻度は治療開始から 30 日以
内では I 群 45.3% vs M 群 24.8% p=0.0001、60日以内では I 群 73.9% vs M
群 63.1% p=0.0399 と M 群に比べＩ群で有意に高頻度であった。また、薬
剤中止を要した副作用の出現は I群で 7.4%、M 群 14.7%と M 群に比べ I群
で有意に少ない結果であった（I 群：掻痒皮疹 9 症例、顆粒球減少症 1症
例、関節痛 1症例、筋肉痛 1 症例 M群：掻痒皮疹 17 症例、肝機能障害 1
症例、無顆粒球症 2 症例、関節痛 2 症例、発熱 1 症例）。完解導入率に関
しては I 群、M 群に有意な差は認められなかった。 
【結論】甲状腺中毒症が中等度から高度の未治療バセドウ病患者の初期治
療において MMI 15 mg＋無機ヨード 38 mg投与は効果、副作用とも MMI 30 
mgより有用である可能性が示唆された。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
